地方国立大学史の編纂と旧制官立高等学校関係資料 : 旧制佐賀高校を中心に by 永島, 広紀
 37
【報告③】 
地方国立大学史の編纂と旧制官立高等学校関係資料─旧制佐賀高校を中心に─ 
 
                         佐賀大学 永島 広紀氏 
 
 
 壇上より失礼いたします。今、小宮山先生からご紹介をいただきました佐賀大学の永島
と申します。 
 今日の趣旨である個人文書の話、公文書の管理の話ということで、公開の話ということ
では落第点といいますか、本当に問題だらけの内容になるとは思います。あえて愚痴とも
ぼやきともつかないような内容になっていくような気がしますが、わが佐賀大学の歴史、
本当に簡単な記念誌のようなかたちではあるんですが、かなり久しぶりに大学史的なもの
を編纂する仕事に携わったことが多少ありました。 
 個人の研究としては、前々から韓国、朝鮮半島あるいは日韓関係を専門にやっている者
です。そういうことから教育制度にも関心があったということで、いわゆる旧制高校、そ
の中でも、どちらかというと官立高校、さらに言えばナンバースクールではなくて、地方
につくられた地方スクールとかネームスクールと言われたものを中心にして、事例研究的
なものをお話しさせていただければと思います。 
 早速、レジュメに従いまして、お話しさせていただきたいと思います。 
 
＜スライド１ 佐賀県青春寮歌祭＞ 
 レジュメにもありますが、今「第 23 回佐賀県青春寮歌祭」の写真を出させていただいて
います。2015 年、今年の 11 月 14 日に佐賀市内でこのようなものが行われておりました。
もう 23 回ということなので、それなりに回数を重ねております。 
 よく言われますように、旧制高校の同窓会は高齢化が進んでおり、立て続けに、もうほ
とんど会を閉じてしまっているところが多く、そこが持っている資料をどうするかという
のは、かなり重要な問題だと思います。 
 その一方で、何となく生き残っているというか、場合によっては復活していると言って
もいいかと思いますが、寮歌あるいは寮歌祭的なものが一部で盛り上がりを見せている現
状があろうかと思います。 
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 これは近年では、旧制高校あるいは帝大（帝国大学）予科のみならず、旧制の学校、専
門学校、大学予科、私大予科などを沿革として持っている新制大学が参加しています。配
布資料にありますように、拓大（拓殖大学）であるとか、同志社、早稲田が参加しており
ますし、やはりここで一番面白かったのは、東農大（東京農業大学）の「大根踊り」であ
ったりしたわけです（笑）。 
 ともかく、こういった寮歌祭に学校の方々が参加することによって、おそらく同窓会の
支援もあるようでして、出張費などが出ているのだと思いますし、やはり受験生確保とい
いますか、特に地方の学生が都会に吸収されてしまうと、わが地方大学はさらにやせ細っ
てしまうことになるわけですが、そういう別の意図も見え隠れしつつ進んでいるようです。 
 特に、写真にちらっと、九州工業大学の文字の横に明治専門学校というのが見えますが、
「明専会」という名前の同窓会として旧制時代の名称が残っておりまして、これが旧制の
明治専門学校、あるいは明治工業専門学校であるわけでして、現在の九州工業大学という
国立の小さな工業系の大学です。あるいは、長崎大学の経済学部は旧制の長崎高等商業学
校ですが、そこの同窓会である「瓊林会（けいりんかい）」は、かなり大挙して佐賀まで来
られて、見事な演舞を見せていらっしゃった。 
 逆に、旧制高校のＯＢの方も多少はいらっしゃっているんですが、やはり最年少でも 80
代の終わりということもありまして、さすがにかつてのように蛮カラの服装というか、弊
衣破帽で「eins,zwei,drei（アインス、ツヴァイ、ドライ）」と踊り狂うという方は、少しは
いらっしゃったんですが、もう、杖をつきながらというような方も多くございました。し
かし、学校によっては人員の若返りが進んでいるということがありました。 
 
＜スライド２ 佐賀西高ファイアーストーム＞ 
 佐賀には、なぜかこういうものが妙に残っているところがあります。例えば、レジュメ
にも書いてありますように、佐賀県で進学校と言われる佐賀西高校（佐賀県立佐賀西高等
学校）があります。これは旧制の佐賀中学校でして、新制の佐賀高校の時期を経て、俳優
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の村井国夫さんがそこの出身ですが、今は北高、東高、西高と分かれています。北高は数
年前に夏の高校野球選手権の甲子園大会で優勝したことで有名です。 
 その高校の前夜祭として、西高・北高にはファイアーストームが残っています。東高は
もうそうした行事が滅んでしまったそうです。それはまさに旧制高校的なもので、円陣を
組んで行われます。入学生は１年生の夏ぐらいに上級生からしごかれるそうです。意味も
分からないのに彼らにとって意味不明な歌をずっと歌わされます。そして、そこで歌われ
ている曲目は、まさに北大予科の『都ぞ弥生』であるとか、有名なところでは『嗚呼玉杯』
『琵琶湖周航の歌』『北辰斜めにさすところ』というような、いわゆる旧制高校の寮歌の名
曲と言われたようなもの、あるいは小林旭が歌って有名になった『北帰行』といったもの
まで歌っています。 
 昔は夜通しやっていたようですが、今は消防法とかの問題で夜 10 時ぐらいで終わってし
まうようで、そのフィナーレは『北帰行』をずっと歌いながら締めくくるということでし
て、すでに形骸化していると言えるかもしれませんが、旧制高校的なカルチャーが残って
いるのは面白いところです。 
 これは要するに、旧制の佐高（佐賀高等学校）生たちが、かつて 60 年ぐらい前、旧制か
ら新制に切り替わる時に新制の佐高生たちに教え込んだと、OB の方のお話が聞けたりした
のですが、一方でそれは、いわゆる旧制佐高生たちは誇り高かったようでして、佐賀大学
なんかにはなりたくないということで、新制大学側には伝授しなかったといった皮肉な見
方もできるわけです。 
 ともかく、レジュメに沿って１番をご覧ください。いわゆる大宅荘一が言うところの典
型的な地方駅弁大学の一つではありますが、佐賀高校はそれなりに面白い歴史を持ってい
るのであります。 
 
＜スライド３ 寺内正毅の肖像（岡田三郎助・画）＞ 
 順番としては、予算化された段階では、第 15 高校というかたちで松本高校あたりと同時
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期につくられた、いわゆる「ネームスクール」であるわけです。寺内正毅が首相の時につ
くられた「臨時教育会議」、今の中教審（中央教育審議会）にもつながっていますが、その
ころに増設された学校で、1920 年（大正９年）に設立されております。 
 佐賀は江藤新平を出したということもあって、やはり法律といいますか、かつては法務
省、法曹界、あるいは会計検査院などに随分人員を送り込んだ県として公務員の世界では
よく知られているそうですが、例えば、秦郁彦さんの有名な『戦前期日本官僚制の制度・
組織・人事』を頼りに数え上げてみると、これはおそらく私の数え間違いがあると思いま
すが、おおよその傾向はつかめるわけです。 
 レジュメの数字からナンバースクールは除外していますし、意外と合格者が多かった京
城帝国大学予科は除いていますが、いわゆるナンバースクール以外の地名スクール、ある
いは都立、府立、公立の高校まで含めた高等文官試験の行政科だけの合格者のランキング
をそこに出させていただいており、割合に佐高は上位にランキングされていると言えると
思います。 
 数えてみますと、外交科３名、行政科 59 名、司法科は数がつかめないところがあるんで
すが、これもやはり 30～40 名が受かっていそうです。特に外交科の合格者の中には、武内
龍次という、吉田茂の片腕として外務次官、駐米大使をした人がいまして、その人がつく
った寮歌が今でも使われていたりします。 
 特に佐賀高校の面白いところ、逆に私はここから入ったということにもなるんですが、
地方にあるものとしては、旧外地の出身者、とりわけ朝鮮半島からの入学者が際立って多
い学校の一つです。これはいろいろなところを回って、一つ一つ数える作業をずっとやっ
てきているんですが、一番多かったのは、朝鮮半島と近いというか、関釜連絡船でつなが
れている山口高、そして京都の三高、その次が佐賀なんですね。そして、面白いことに、
なぜか山形に飛ぶんですが、だいたいは西日本の学校に多いです。 
 台湾の人の場合もだいたい同じような傾向があるんですが、朝鮮との大きな違いは、台
湾の人は薬学部とか、割合、資格系の学校を目指したということはよく言われますし、さ
らに中等学校段階で日本に来る、特に九州でも熊本辺りに子どものころから来るという人
が結構いたみたいです。 
 
＜スライド４ 佐高（本館）＞ 
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 それに比べると朝鮮半島からの進学者は、初期の段階では東京にあった私立中学を出て
いる場合もありますが、1920 年代ぐらいからは朝鮮の中等教育が組織的には充実したこと
もあり、進学実績がかなり上がってきます。その中でも面白い現象としては、ソウルの人
間がやってくるのはともかくとして、現代でいうところの北朝鮮地域から随分やってきて
います。 
これは李朝時代から平壌（ピョンヤン）周辺の連中はすごく優秀で、科挙には合格する
んですね。しかし、王朝の中では差別があって官職に取り立てられないこともあり、平壌
の連中はだいたいソウルが大嫌いです。ですから、決して日本がいいというわけではない
のですが、憎たらしいソウルに行くぐらいなら日本に行ってやろうというような動きが、
どうもあったと私は想像しています。それを裏付けてくれそうな数字がいろいろ出ており
まして、佐賀の場合も、あるいはそういうことであろうかと思っています。 
 
＜スライド５ 佐大上空（Ｓ40 年代）＞ 
 
＜スライド６ 佐賀医大の設置事務室も置
かれた旧制佐高本館建物＞ 
 
 
＜スライド７ 佐大上空写真（昭和 50 年代）＞ 
 特に旧制佐高、これは大学になってからですが、昭和 40 年代ぐらいまでは、写真のよう
にで木造校舎が残っており、高度経済成長期のころに鉄筋になり、スライド７は昭和 50 何
年かのようですが、木造校舎がぎりぎり残っていた時代で、現在の建物につながるような
鉄筋コンクリートの校舎がもう出来上がっていて、間もなく壊されたと古い職員さんから
伺っています。 
－ 41 －
 42
 
＜スライド９ 金史良肖像＞ 
 そもそも私が関心を持ったのは、レジュメにあります金史良（キム・サリャン）という
平壌出身の作家がおりまして、彼は佐高から東京帝大の独文（ドイツ文学）を出た、在日
朝鮮人文学者の走りみたいな珍しい人です。 
 その人には金時明（キム・シミョン）というお兄さんがいまして、佐高を出て京都帝大
の法学部に進み、司法科と行政科の両方の高文試験に受かった後、行政官として朝鮮総督
府に就職して、最後は地方外局の局長といいますか、戦前期の日本で言うところの県の部
長級ぐらいまでいった人物です。 
 私はそのお兄さんの調査から始めたところ、このような朝鮮人の兄弟に関する面白いこ
とが分かってきましたので、周りの県の旧制高校はどうかということで、福岡高校、熊本
の五高（第五高等学校）などを回るところから始めまして、今のところ、旅順高校以外は
全部回りましたので、おおよその数が判明してきました。ただ、戦時期のことがよく分か
らないところもありますので、まだペンディングの部分もございます。 
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＜スライド 10 山口判事＞ 
 レジュメでは次のページになりますが、例えば、旧制佐高から法曹界に進んだ者の中で、
別の意味で一番有名な人は、たぶん山口良忠判事という人です。この方はどういう方かと
いうと、別のかたちでご存じかと思いますが、いわゆる戦後に闇物資を拒否して餓死され
た方です。やはり佐高から京都帝大の法学部に行く人が多かったのですが、まさしくその
一人だったわけです。 
 ですから、逆に佐賀人の気質といいますか、生真面目というか、やりにくいところもあ
るわけですが、ともかく一方でそういった思想問題的な者、アカにかぶれた学生は、そう
いう時代でもあまり出なかったようです。もちろん他にも理由もあったとは思います。 
 
＜スライド８ 生駒萬治（佐高初代校長）＞ 
 例えば、名物校長というか、初代の校長、高校ができて 15 年間ぐらいかなり長く校長を
務めた東京高等師範学校出身の生駒萬治がいます。この人がいろいろとさばけた人で面白
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い人物でした。例えば、入試で数学をなくすといったことで受験生を集めたり、どうやら
いろいろアイデアマンだったようです。これは決定的な資料はまだ見い出していないので
すが、山形高校でも朝鮮人が大量に入学するという同じ現象がありました。 
 山形高校の場合は証言が残っていて、校長がそういうことを好んでやっていたというか、
外地の出身者をよく入れていました。特に山形の場合は朝鮮の王公族の親戚が入学した例
もあったみたいで、かなり朝鮮総督府あたりから斡旋があったようですが、それに対して
学校側も受け入れた形であったようです。それは 1920 年代の話です。 
 いわゆる特別学生のようなかたちでずっと入学させていたのでありますが、そのうち日
本人学生とガチンコ勝負をさせられるようになっていき、30 年代の頭ぐらいに、いったん
朝鮮人の旧制高校への入学者数は落ちて、その分、京城帝国大学の予科など外地の学校に
行く人が増えます。しかし、30 年代の終わりの戦時期になると、またぐっと上がってきま
して、まさしく 1938 年、1939 年ぐらいに高校に入学した組が学徒動員世代になっていっ
たわけです。 
 戦時期には、佐賀の場合は今でもそうですが、日本人生徒は隣県である長崎から来る人
も多いわけです。特に昭和 19 年、20 年の入試あたりだと、軍医になりたくなくてというこ
とで、意外と医科大学に学生が集まらなかった時期があるわけですが、その分、文科の連
中が「理転」をして、長崎医科大学（現在の長崎大学医学部）に進学する例が多く、逆に
原爆による犠牲者が相当に出てしまったといったこともございます。 
 
＜スライド 11 金昌秀＞ 
 あるいは、この人物は光山上等兵と出ていますが、本名は金昌秀（キム・チャンス）と
いう人で、やはり北朝鮮の咸鏡北道（かんきょうほくどう）という一番北の方の出身者で
す。彼は佐高を出た後に京大の法科に進みまして、その後、いわゆる学徒動員というか、
朝鮮人の場合は―徴兵による学徒動員も最終的には実施されますが―１年前倒しで特別志
願兵として、日本人と一緒にというか、時期的に重ねられて事実上の学徒出陣があったの
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で、そこで出征して、間もなく北支戦線で戦死しています。 
 もちろん、これは京大や東大の大学史の中で学徒出陣に関するものの中には、名前は伏
せてあるんですが、きちんと記録が残っていたり、あるいは漏れていたりということがあ
りますが、ともかく旧制高校の出身者の朝鮮人の戦没者になりますと、今でもそうですが、
岡山の六高（旧制第六高等学校）や松江（旧制松江高等学校）とか、福岡高校（旧制福岡
高等学校）の例が見いだせたりしております。 
 もちろん他にもいるわけですし、まだ亡くなっていなくて、例えば、台湾の李登輝（り
とうき）さんのように復員している人もいらっしゃいます。あるいは戦後、校舎が壊滅し
てしまった長崎医大（長崎医科大学）の特に医学専門部は、結局、大学にはなれなくて、
理科のみの長崎高校（旧制長崎高等学校）にごく僅かな時期のみ改編され、すぐに教養部
か何かになっていくわけです。あるいは、薬学専門部は校舎がつぶれてしまいますので、
授業ができないということで、佐賀までやってきて授業が実施されたりもしておりました。 
 また、引き揚げ港である佐世保や福岡から近いことと、食糧事情が多少は良かったとい
うことで、京城帝大の予科や台大（台北帝国大学）の予科とか、台北高校（旧制台北高等
学校）、場合によっては旅順といった外地の学校からの引き揚げ者を多く収容していました。
そして、これは佐賀だけではないと思いますが、いわゆる「ゾル転」と呼ばれた旧軍学校
の出身者も結構受け入れたりしていたようです。もちろんこれは他の学校でもよく見られ
た現象だと思います。 
 その次です。今度は旧制から新制のころの話に移していきたいと思います。佐賀大学の
蹉跌の最初であると個人的には思っているんですが、ともかく九州大学の教養部になれる
はずだったのですね。しかし、これも有名な話ですが、文部省、あるいはＣＩＥ（Civil 
Information and Educational Section：民間情報教育局）がそれを認めず、県境を越えた
合併を許さなかったということで認められませんでした。これからの国立大学は県境をま
たいだ統合がどうも起こりそうな時代になりつつありますが……。 
 一方、師範学校・青年師範学校というのは各県に少なくとも１校ずつありますので、当
然、大学への昇格運動を行っていたわけですが、到底単独で昇格することはできないとい
うことで、すったもんだがいろいろありまして、最終的には佐高を母体とする文理学部と、
師範学校・青年師範学校を母体とする教育学部のたった二つですが、新制大学として発足
をしました。これが 1949 年（昭和 24 年）の５月であったわけです。 
 佐賀高校は、ほかの大学・旧制高校同様に新制大学に包括され、広島高校も「広島大学
広島高等学校」になったわけですが、佐高の場合も「佐賀大学佐賀高等学校」という名称
の時期が１年間だけありました。 
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＜スライド 12 旧制佐高最後の卒業証書＞ 
 これ（スライド 12）は、名前は伏せてありますが、最後の卒業生である名誉教授の方の
聞き取り調査を行いまして、その方の卒業証書を貸していただいたものです。これは資料
価値として非常に高かったりもするわけですし、あるいは、こういうものも個人文書、個
人資料的なものの一つとして数えることもできるかと、少し強引ですが思ったりもしてい
ます。 
 かつて佐賀大学にも文理学部がございまして、文科と理科、文学専攻と理学専攻が置か
れ、文学士・社会学士・理学士を出していたわけですが、一方で、佐賀固有の状況として
は、先ほども申しましたように、引き揚げ者が短期間ですが２～３年間急増します。 
 佐賀に来られたら分かると思いますが、佐賀バルーンフェスタなどで、最近では少し有
名ですが、あれができるのは、要するに田んぼだらけなわけですね。ですから、お米がた
くさんとれることもありまして、結局、引き揚げ者たちがどっと押し寄せてきましたので、
食料不足よりも、どちらかというと住む所が足りなくなったということがあったそうです。 
 ともかく、そういった満州や外地から帰ってきた人たちが押し寄せたこともありまして、
佐賀県はもとから農業関係の学校が欲しかった県ではあるのですが、何とか国と県と交渉
しまして、文理学部に農学専攻を置いたという、ちょっと離れ業というか、面白いと言え
ば面白いし、変と言えば変なものをつくりました。これは年次進行で２年後には農学科に
昇格して、１期生が出るときには、文理学部ではありますが「農学士」を出すというよう
なことになりました。 
 このことにはいろいろな背景がありまして、例えば、青年師範学校はご存じのとおり農
業実習などもしなくてはいけないので、今でもこれは附属農場として残っているんですが、
この実習地を農学科の農場として転用するようなことを行っています。この辺の話は石田
さんがかつて論文を書かれているんですが、広大の水畜産学部なども似た例だったようで
す。 
 そういうことで、1955 年には何とか農学部の設置にこぎ着けています。これは高等農林
学校とか、あるいは戦時末期から戦後にかけてできた農業専門学校を母体としない国立大
学の農学部の例としては、佐賀・広島・高知だけの例と言われています。 
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＜スライド 13 田中定学長＞ 
 そして文理学部というのは間もなく改組されます。ここには、やはりアメリカ式のリベ
ラルアーツがどうしても日本に根付かないという悩みがあるわけです。今となっては結構
新鮮味がありますが、当時は非常に古くさいものと思われたようで、当時の学長である田
中定、この人はもともとは九州帝大の経済学の先生で、いわゆる「佐賀方式」を提唱して
いた農業経済学のエキスパートでしたが、この方が率先して文理学部を改組しました。 
 「佐賀方式」とは、有明海を干拓して、機械を使った集団的営農法を確立しようという
ものです。ご記憶の方も多いと思いますが、昔『おしん』というドラマがありました。お
しんさんのだんなさんは有明海の干拓をやっていて、失敗して自ら死を選ぶ。そして、姑
（しゅうとめ）さんが意地悪な人物に描かれ、おかげで佐賀人の評判が落ちたという変な
話が残っていたりもするわけですが、ともかくあれは橋田壽賀子さんがよく取材をしてい
らっしゃるわけで、かなり史実に近い部分もあります。 
 田中さんは非常にイニシアティブが強いといいますか、強すぎて学生から反発をくらい
ます。次の話になりますが、学生紛争にも繋がっていってしまったということです。とも
あれ、通常、文理学部の改組のときには、人文学部、もしくは法文学部と理学部というよ
うな分かれ方になっていったのですが、佐賀大学は何をどう考えたのか、田中学長の専門
ということもあったのでしょうけれども、経済学部と理工学部を作ってしまうのですね。
そして、人文系の教員は教養部に配置換えしてしまうことになりました。 
 理工学部というのは、当時としては折衷型なんでしょうけれども、これは京城帝国大学
予科出身の先生が理工学部の設置委員の中にいたことが大きな理由になっております。ご
存じのとおり、京城帝大というのは法文と医の２学部で発足し、1938 年に予科の中に理工
学部進学用のクラスができて、年次進行で 1941 年に理工学部ができたわけですが、その京
城帝大の理工学部をモデルにしたという資料が残っております。ともかく、通常の文理学
部改組とは違う形をとった唯一の例になりました。 
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 レジュメでは次のページです。そうしますと、やはり大学紛争と国立大学の改革はいろ
いろな意味で繋がっていると言わざるを得ません。佐賀の場合もご多分に漏れず、学生運
動が非常に盛り上がってしまいました。イールズ旋風以来、レッドパージが起こり、これ
に強く反発する全学連（全日本学生自治会総連合）という構図でした。 
 
＜スライド 14 機動隊によるピケ排除＞ 
 小池先生が作られた『証言大学紛争 : 危機的状況に対する広島大学教職員の記録』など
にも、佐賀そのものというよりも、広大の学生が佐賀県にある鳥栖という所を経由して佐
世保に応援に行ったという話が少し書かれているのですが、まさしく日本全国からエンプ
ラ闘争（佐世保エンタープライズ寄港阻止闘争）で佐世保に学生が集まっていったわけで
す。そうなると、途中に鳥栖という分岐点がありますし、その先に佐賀があるわけですが、
そこでビバークといいますか、休憩していくことがよくあったようです。 
 
＜スライド 15 不知火寮＞ 
 ですから、佐賀大は最初に機動隊を導入したことでも学生運動の世界では非常に悪評が
高かったようですが、当時、佐高以来の不知火寮が残っていまして、これは昭和 50 年代だ
と思いますが、カラー写真（スライド 15）も何とか残っております。旧制佐高以来の学寮
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であったわけでありますが、ここに学生運動家などが泊まったりしたこともあったという
証言が残っています。 
 そのような時代を経まして、中教審の答申が幾つか、「３８答申」や「４６答申」などが
出るわけですが、特に広大の誇るべき森戸辰男さんが中教審の会長だった時に出た「４６
答申」で、現代の大学、特に国立大学の在り方がかなり決まっていったと言いますか、い
わゆる一般教養（般教）と専門教育の垣根を取り払っていくことになります。 
 逆に、またこれを部分的に復活するような時代になりつつあるのかもしれませんが、い
わゆる筑波型の新構想大学が出てきたり、医学部の医学科を６年間の一貫教育にしていく
アメリカ式といいますか、例えば佐賀大学と統合することになる昭和 57 年設立の佐賀医科
大学などは、そういう６年一貫の教育になっています。 
 逆に言うと、これは医師の国家試験の予備校化したところもあるようですが、やたらと
合格率はいいみたいです。毎年のように 100％ぐらい受かるようですが、それは結局、一般
教養をまったくと言っていいほどしないまま、医師国家試験の勉強ばかりをさせているこ
とにもつながっているようです。ですから、お医者さんとしてはどうなのかという疑問符
が付いたりもします。 
 その後も結局、いわゆる教養部改組ということで、私どもの世代がちょうど最後の教養
部―私自身は教養部のある大学ではなく、北関東にある新構想大学の学部を出ております
ので、いわゆる教養部というものを知らないのですが―、大学院で入った大学にはかつて
ありましたし、現在はそのなれの果てみたいなところで教えておりますので、何となく分
かるわけです。 
 佐賀大の場合でも、教養部が解体されていく過程で、やはり文理学部改組の折、人文学
部的なものがつくられなかったので、どうしても人文系の学部が欲しいということで、国
際人文学部という名称の学部で文部省にずっと概算要求を出していたんですが、なかなか
認めてもらえない。一方で教員養成を縮小しろ、教員になれないではないかということで、
最終的には、私が所属している「文化教育学部」が 1996 年にできました。 
 これは、まさに旧制高校と師範学校を接合した、強度の違うものを無理やりくっつけた
わけですから、ばきっと折れてしまいそうなもので、結局、来年（2016 年４月）は協議離
婚（笑）をすることになりまして、また分かれていきます。 
 ともかく、学長のイニシアティブで芸術地域デザイン学部という、果たして何をやるん
ですかねという感じの学部と、教員養成だけに特化した教育学部にまた戻すということで、
私はどこに行ったらいいんだろうという感じではあるのですが……。 
 今年になって非常に話題になっております人文系の廃止は、文科省が指示したというこ
とですが、それは違うということで躍起になってもみ消しをしていて、それはまずは「ゼ
ロ免課程」をつぶすという意味であるというようなことになっております。 
 私の所属学部も、なぜかゼロ免扱いされてしまっています。そうではなかったはずです
が、いつの間にか教育学部のゼロ免扱いをされてリストラされてしまうという、これはま
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たいろいろな政治があるとは思うんですが、現段階としてはそういうことになっておりま
す。 
 時間も押してきましたので駆け足になりますが、そもそも私がこういうことに足を突っ
込んでおりますのが、地方大学史の編纂に関与したことに行き着きます。広大とか、いわ
ゆる旧帝大級の大きな大学は、○年史を定期的に出せるのでありますが、さすがに地方大
学だとそれは難しい。 
 でも、やはり大学を名乗る以上は出したいということで、やろうとはするんですが、常
に中途半端なものばかりを出し続けてきたと言いますか、これは歴史系の先生があまりい
ないこともあります。あまり言いすぎると、存命の人もいらっしゃって悪口になってしま
いますのでやめておきます。 
 いろいろありまして、何とか医科大学との統合で 10 周年を迎えたのを機に、私なりにい
ろいろと画策をして企画を練りました。これは本当であれば、１冊ずつお渡しできればい
いぐらいですが、私も充分な部数をもらっていません。ホームページに載っておりますの
で、もしもご記憶であれば、大学のサイトからから呼び出していただければと思います。 
 『統合 10 周年記念誌 佐賀大学の物語』ということで、あくまでも年史ではないんです
が、年史的なものです。あるいは自画自賛的になりますが、かつての佐賀大学史ではまっ
たくと言っていいほど顧みられていなかった旧制高校、あるいは師範学校、青年師範学校
までを一応網羅した内容にしております。 
 次のページです。その段階で、いろいろな問題・課題が山積していることが分かってき
ました。やはり何をもってしても資料をどのように集めていくかということだったわけで
すが、法人が現在持っている文書の中には、当然ながら旧制時代の学籍簿や身上調査書、
除籍簿、あるいは留学生名簿。朝鮮・台湾の場合も、「帝国臣民」であるにもかかわらず初
期は留学生の扱いの時期が 1920 年代まではあったようです。 
 あるいは、学徒出陣関係の学籍処理に関する記録が存在していまして、その中には、や
はり有名な、最近お亡くなりになりましたが、元長崎市長で昭和天皇の戦争責任をうんぬ
んしてしまったがゆえに右翼から狙撃された本島等という方、この方は佐高出身です。理
科の生徒ですが、なぜか徴兵されて軍隊に行ったというような方です。そういう人たちの
記録簿が、これは恥ずかしいことに未整理でありました。あるいはあるはずなのにどこに
いったか分からなかったのですが、文書庫を整理したら抜けなく出てきたということで、
まずはほっとしたところでありました。 
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＜スライド 16 『佐賀大学新聞』100 号１面（上）＞ 
 あるいは、その過程を前後しまして、かつての大学新聞の現物が出てきました。スライ
ド 16 はちょうど文理学部の改組を言っていた頃の昭和 41 年の紙面でして、それを整理し
たり、仮目録を作ったりしつつ、あるいは図書館の中に未整理の資料を置いた部屋があり
ますので、その中のものを少しずつ整理したりしました。 
 また、かつてより旧制高等学校の研究といいますか、仙台の二高（旧制第二高等学校）
出身の高橋左門氏が有名でありますし、かつて存在した『旧制高等学校史研究』という雑
誌にも旧制佐高の関係資料が紹介されていました。しかし、それからまた 30～40 年ぐらい
たってしまって、どこに行ってしまったかよく分からないものがあり、散逸してしまった
ものもあるのですが、取りあえず重要なものは残っていなくはありませんでした。 
 ただ、これはなかなか公開することにはならないかもしれませんし、一方で歴史的な文
書でもありますので、今後うちの大学がどのように扱っていくのかは、すごく重要な問題
になっていくと思います。辛うじて記念誌の編纂を契機として学内に「大学史資料室」が
できましたので、将来的にはそういうところで保管していかなければいけないのかなとい
う状況になりつつあります。 
 
＜スライド 17 佐高校章＞ 
 例えば、佐高時代の校舎に飾ってあった＜スライド 17＞のような校章などを保管するち
ょっとした展示室が同窓会にありまして、いろいろな記念物が保存されております。また、
これは結構珍しいと言われているのですが、理科の実験機材がわりとまとまって残ってい
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ます。他所では、金沢の四高（旧制第四高等学校）のものとか、姫路高校（旧制姫路高等
学校）のものが割合に保存状態がいいと聞いていますが、学内でもほとんど知られていま
せん。ともあれ、学内の片隅にこのような展示施設がありまして、一応はモノが残ってい
たりもします。 
 
 
＜スライド 18 同窓会資料＞ 
 
＜スライド 19 理科実験機材＞ 
 さて、学内だけではなく、学外の資料もいろいろ調べていきました。特に、現在では旧
制高校関係の資料は、松本にある旧制高等学校記念館にかなり集められておりまして、旧
制佐高関係のものも寄贈されております。 
 特にこの寄贈資料の中でも佐高の名物教授と言われた漢文の小田龍太先生の資料は非常
に重要で、まさに個人資料の中の公的なものと言えるかと思いますが、それが同窓会によ
って寄贈されております。一部は泣き別れの状態にありますが、逆にコピーさせてもらう
ことで情報の共有をやらなくてはいけないと思っております。 
 特に、小田龍太氏の日記は現物がどこにあるか分からないのですが、古い同窓会誌に一
部翻刻されていたりもしますので、いろいろと活用できると思います。さらに、これはオ
ーソドックスな資料収集の手法に他ならないわけですが、公文書館や国会図書館にも当然
残っていますし、いろいろな機関を回って調べました。 
 佐高の歴史の中ではかなり空白時期になりますが、戦時の最末期に校長の排斥事件が起
こっており、校長が首になり、校長を排斥した教授たちも休職という名目で事実上は免官
されるような事件が起こっていました。国立公文書館にはその事件のファイルがきちんと
残っていました。大学には残っていないのですが、逆に公文書館にあったことに安堵しま
した。 
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＜スライド 20 志水義暲（佐高第５代校長）＞ 
 また、文部省の教学錬成所が持っていた資料を、かつての国教研（国立教育研究所、現：
国立教育政策研究所）が引き継いでいるわけですが、その中に錬成官の志水義暲の資料が
あります。これは、その道では有名といいますか、『国体の本義』『臣民の道』などをつく
った一人であったわけですが、その志水さんが佐高の最末期に校長として、要するに校長
排斥事件は一種の思想がかったところもあったようなので、その後始末をさせられたよう
です。 
 結局、戦争が終わり、その年末には佐賀を去ることになり、志水に関しては写真も全然
残っていませんでした。同窓会の記念誌などでも写真を入手出来ず、この志水さんのとこ
ろだけは顔写真なしで名前が載っている状態がずっと続いていました。 
 それが、うまく志水資料をたどっていったおかげで、レジュメに書いてあるとおり、写
真を入手することができまして、まだ、こんなことから始めなくてはいけないのかという
レベルではありますが、やっと、こうした段階にやっと追いついてきました。 
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＜スライド 21 島地威雄（佐高第６代校長）＞ 
 あるいは、志水の次の佐高としては最後の校長になりますが、島地威雄という人がいま
す。この人は島地黙雷の子どもですが、この人物の関係資料はもしかしたらご遺族のとこ
ろに残っているかもしれないわけです。浦和高校（旧制浦和高等学校）の教授から移って
きた人ですが、極めて都会的なリベラリストであったと言われます。 
 また、先ほど言い漏らした挿話ですが、戦後になって女子学生を結構受け入れているの
ですね。旧制高校は、数少ないですが女性の入学者がいらっしゃって、各校を全部合わせ
ても 30 人か 40 人ぐらいにしかならないそうですが、その内で佐賀高校は８名で、これが
全国最多だそうです。ですから、女子の高等教育ということでも少し特徴があったりしま
す。 
 時間がまいりましたので、終わりのところはかいつまんで申し上げたいと思います。 
 文献資料は言うまでもなく、建築物、例えば旧制佐高の校舎はまったく残っていないの
ですが、旧制の校長官舎が残っております。和洋折衷式というか、手前が洋館で、写真で
は見えにくいですが奥が和式になっています。これは改修して現在でも学長校舎として使
っておりますので、しばらくは壊されることはなかろうと思っております。 
 
＜スライド 22 佐高校長官舎＞ 
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＜スライド 23 生駒校長銅像台座＞ 
 あるいは、学内には記念碑などもあります。ここには、元々は生駒初代校長の銅像があ
ったそうですが、戦時期の供出でなくなってしまい、頭部分をくっつけた台座だけが残っ
ているものです。これなども含めて、写真資料や無形文化財的な寮歌、あるいは文芸創作
に至るまで、やはりトータルなかたちでの大学アーカイブが当然のように必要なわけです。 
 これは、広大文書館の場合は非常に全国に先駆けてやっていらっしゃるわけですが、及
ばずとも、遠くにあがめるぐらいのところまではいかなくてはいけないのではないかと思
っております。 
 また、そこにも書いてありますように、小さくても旧制専門学校を母体としているある
大学の経済学部とか法学部は、意外と旧制とのつながりを重視しております。特に同窓会
が頑張っています。これが本報告の冒頭の話につながっていくわけです。 
 一方で、そういったところでは、やはり歴史学系の人員が少ない。熊本や金沢といった
「旧六」、すなわち旧制の六医科大学を包括した規模の大きな大学の場合、辛うじて捨てら
れずに何とかなっているのでしょうけれども、それ以外のところでは非常に資料が散逸し
てしまいかねないというか、そもそも校史をやる人がいない。うちの大学もそうだと言え
るわけです。 
 そして、アイデンティティーを旧制に求めているところは、例えば、最初に申しました
ように九州工業大学。いまだに同窓会の名前が明専会ですから。これは、広大の方々も関
わっておられる「100 年史」の編纂で整理が進んだおかげで、散逸は免れていますし、もと
は福岡の安川財閥によってつくられた私立学校であったことが自校のアイデンティティを
保持しうる非常に大きな理由ではないかと思います。 
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＜スライド 24 旧制姫高（講堂）＞ 
 ともかく、資料散逸の問題は様々な場所で様々にあります。最後にご紹介しますが、例
えば、旧制の姫路高校は神戸大学の教養部になっていったわけですが、校舎は姫路市内に
きれいに残っており、これは神戸大学の敷地ではなく、兵庫県立大学の敷地を間借りして
いるというか、そちらに移管されているかたちになっております。ですから、記念室など
がきちんとありますが、管理するのもボランティア的な古い人たちが守ってきてくれただ
けで、もし改修とか何かがあれば、中の資料は散逸しかねない状況があります。これは切
実な問題です。 
例えば、弘前大学における太宰治のようなことがあれば、歴史的な検証はなされますの
で、資料は比較的残りやすいと思いますが、あまり売り物がない、佐賀大学のような今後
おそらく生き残れない大学（笑）、それは冗談としましても、そういうところは、沿革史の
どこかにアイデンティティーを持っていかないといけない時期に来ていると思います。 
 しかし、その辺の意識の共有化がなかなか進んでいないということで、最初に申しまし
たように、まさに愚痴とぼやきになってしまったわけですが、そのような現状をご報告さ
せていただいた次第です。 
 時間が超過いたしましたが、ご清聴ありがとうございました。 
 
○司会 ありがとうございました。 
 大変申し訳ないのですが時間が押しておりますので、質問等がございましたら、後半の
ディスカッションの時に、ぜひ活発にお願いしたいと思います。 
 永島さん、どうもありがとうございました。 
                         （永島氏・報告終了） 
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